
中間テストに向けて 

校長 益子博英 

 

まもなく中間テストです。生徒の皆さんは、「あーあ、もうすぐテストだ。勉強しなければならな

いし、嫌だなぁ」って思っている人も少なくないと思います。でも、これは、本当は勉強が嫌な訳で

はなく、「課せられたことを期限の中でやらなければならないこと」が嫌なのだと思います。大人で

も同じです。やらなければならない仕事や期限までに出さなければならない書類などがあると、精神

的に追い詰められたり、まして時間がなかったりすると、とても焦りを感じたりするものです。皆さ

んの場合は、課せられた仕事＝勉強となるわけです。 

大人が仕事をする理由のほとんどは、生活するためです。仕事をしないと生きていけません。では、

中学生が勉強する理由は何でしょうか？一番には、「受験のため」「テストのため」など目の前の身

近なことがあげられるでしょう。少し将来のことで「大学へ行くため」「看護師になったり、教師に

なったりなど仕事に就く資格をとるため」など未来を夢見て勉強に励んでいる人もいるでしょう。 

私は、授業公開の時にある見学者の方の意見を聞いて、中学生の勉強は、「その人（生徒）の人生

を形成するためにあるものなんだな」と思いました。それは、社会科の先生が歴史の授業で「盧溝橋

事件」を扱っていた時です。当時の日本軍が、捕えられた中国の人をまさに銃剣で刺そうとしている

場面の写真がありました。その見学者の方は、「授業であのような写真を見せていいのですか」と質

問されました。初めは今にも人を刺そうとしている写真を見せたことに問題があるのかなと思いまし

た。でも、聞いていくうちに「あれは中国軍の行ったことだと言われている」と事件の内容に言及し

てきたのです。そこで私は、「これは歴史の授業です。歴史は、実際には一つしかありません。けれ

ど、事件は憶測が入ったり、ねつ造されたりして歪められてしまうことも珍しくありません。だから、

授業で扱えるのは、何々という事件があったという事実です。写真は、作ったものではありません。

当時の記録として残されたものです。授業では、その事実を伝えているのであり、『盧溝橋事件』の

発端を実行したのがどちらであるかと言及はしていません。そして、事実を伝えるということはとて

も大切なことです。」と答えました。 

人間には、思想があります。簡単に言うとどういう考え方をするか、という意味です。想像ですが、

この見学者の方は、日本の立場をもっと尊重したかったのかも知れません。中国や韓国という近隣の

国との関係が難しくなっている現在の日本において、国どうしの関係に敏感であり、自分の考え方を

もつことがこれからは必要になってくるでしょう。その時、私は「社会科という教科は、その人の考

え方に繋がるものだな」と感じました。数学が論理的思考力を育てる教科である話は、以前にもしま

した。国語や英語は言語感覚を育てるでしょう。 

このように、勉強は、テストの点数を超えたいろいろな力を皆さんの心と体に植え付けているので

す。皆さんは、今回も中間テストの得点を得るために努力するでしょう。それは、とても大切で非常

によいことです。でも、勉強することは、得点を超えた力をもたらしていることも知ってください。

今している勉強が将来を生きる自分の中で発揮され、人生に繋がる場面がきっとあることでしょう。 

学習も仕事も、うまくいったときは、成功の喜びを感じられることだと思います。少し大げさかも

知れませんが、未来に向かって努力し続けられる人間になるために、今回のテストにも精一杯取り組

んでください。この日は、「人生いつでも勉強」の意味を感じさせられた一日でした。 
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教育目標《重点》 
心身ともに健康で・豊かな心をもち・ 
深く考え・自ら学ぶことのできる生徒の育成 

・勤労と責任を重んじ、社会に役立つ生徒を育てる 
・進んで学習し、筋道を立てて物事を考える生徒を育てる 
・正しいことは勇気をもって行い、お互いの立場を尊重できる生徒を育てる 
・健康で明るく豊かな心をもつ生徒を育てる 



    

 

 

 

 

 

             

 

 

                          

※ ２４年度 教職員                            校長 益子博英   副校長 茜谷佳世子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ソフトテニス部  第４６回江戸川区秋季総合体育大会  女子団体 第３位 都大会出場 

同       女子個人第３位 加藤未来葉・杉本彩乃組（都大会出場） 第５位 佐々木瑠音・福永里奈組 

☆ 柔道部       第４６回江戸川区秋季総合体育大会  男子団体 優勝  都大会出場 

宮本貴仁  銅谷賢蔵  長友優斗  四元宏基  金子雅也 

      同       女子団体 準優勝  湊谷宙光  立川由紀乃 

      同       男子個人２年の部  ６０キロ級  準優勝 銅谷賢蔵  第３位 長友優斗  四元宏基 

                            ７３キロ級  第３位  宮本貴仁 

              男子個人１年の部  ６０キロ級   第３位  宮﨑楓梧  卜部純哉 

      同       柏葉旗争奪柔道大会 ５人抜き賞  銅谷賢蔵 

☆ サッカー部    第４６回江戸川区秋季総合体育大会 第５位 ブロック大会出場 

           第６支部選抜選手 風間飛呂  吉田青龍 

☆ 剣道部       第５３回区民総合体育祭秋季大会 優勝 ２年男子の部 沖野 翔 

☆ 野球部       第４６回江戸川区秋季総合体育大会 準優勝 第６ブロック代表戦に勝利し都大会出場 

☆ 陸上部       第５３回区民総合体育祭秋季大会   

中学男子共通４×１００ｍリレー 第１位 ４４″７６   中学女子共通４×１００ｍリレー 第３位 ５４″２９ 

中学男子２年４×１００ｍリレー  第５位 ４８秒５７   中学女子２年４×１００ｍリレー 第１位 ５３″０９ 

中学男子１年４×１００ｍリレー  第８位 ５５″９８   中学女子１年４×１００ｍリレー 第６位 ５７″７３ 

女子３年１００ｍ 第２位 藤原志菜 １３″１３      女子８００ｍ 第４位 泥濘 郁 ２分３５秒９２ 

女子砲丸投 第６位 伊藤麻弥 ６ｍ８７           女子８００ｍ 第６位 堀 友芽叶 ２′３６秒９１ 

女子１５００ｍ第５位 杉山味希 第５位 ５′１３″９０  女子１００ｍハードル第６位 北山 栞 １７秒７３ 

男子２年１００ｍ 第４位 島津弘樹 １２″２６      男子２年１００ｍ 第７位 氏家一成 １２″４９ 

男子３年１００ｍ 第１位 澤田 孟１１″４１ 同 第２位 小川 海１１″７６  同 第３位 萩原隼斗１１″７８

女子２年１００ｍ 第１位 山森菜々子１３″２６      女子２年１００ｍ 第３位 金子真那美 １３″５１ 

男子１年１００ｍ 第４位 大杉拓己  １２″７４      男子１年１００ｍ 第８位 永島優人  １２″９６ 

男子８００ｍ 第２位 尻屋友誠  ２′０５″８９      男子１１０ｍハードル 第７位 鈴木景介 １９秒６４ 

男子２・３年１５００ｍ 第４位 玉置達希 ４′３６″０５  同 第７位 朝倉義秀 ４′３８″１７ 

１１月 
・ １日（金） 文化祭  
・  ３日（日） 文化の日 
・ ４日（月） 振替休業日 
・  ５日（火） 新時間割開始  展示見学 
・  ７日（木） 区芸能祭学芸会 
・  ８日（金） 区芸能祭学芸会 
・  ９日（土） 漢字検定 
・１１日（月） 生徒会朝礼 
・１３日（水） ロードレース大会  午後・区中研一斉部会（生徒は下校） 
・１５日（金） 区弁論大会 
・１８日（月） 全校朝礼  安全指導日 
・１９日（火） 期末考査１日目 
・２０日（水） 期末考査２日目 
・２１日（木） 期末考査３日目  避難訓練  各種委員会 
・２２日（金） 開校記念日 
・２３日（土） 勤労感謝の日 
・２５日（月） 全校朝礼  生徒評議会 
・２７日（水） チャレンジ・ザ・ドリーム開始 ～１２月３日まで 

１１月の主な学校行事 

今月の表彰 


